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項
目 

経営 
目標 

本年
度の
重点 

具体的な方策 
評
価 

分析結果 改善策 

学校関係者 
評価記入欄 学校の見解と

今後の方向性 評
価 

コメント 

豊
か
な
心
の
育
成 

自
他
と
も
に
尊
重
す
る 

「
仲
良
く
助
け
合
う
子
」
を
育
成
す
る
。 

人
権
教
育
・
心
の
教
育
の
推
進
に
よ
る
自
己
肯

定
感
の
向
上 

清掃や集会、学校行事などでの異

年齢集団（たてわり班）による活

動や交流活動の充実を通じて、思

いやりや尊敬の念、自己肯定感の

育成を図る。 

A 

たてわり班活動を

通し、上級生が下

級生の世話をする

土壌ができてい

る。 

たてわり班活動の意

義を共有する。児童

数減少への対応を考

えていく。 

A 

七小ならでは

のよい活動の

中、子供が育っ

ている。 

七小の特色を

継承しつつ、内

容を見直し工

夫していく。 

自他ともに大切に思える取組と

あらゆる偏見や差別、いじめをな

くすための取組を推進する。ま

た、心理的安全性が保たれた学校

を作る。 

C 

挨拶や丁寧な言葉

遣いはできるが、

他者の気持ちを想

像することに課題

がある。 

SCや養護教諭だけで

なく、全職員が課題

を共有し、相談でき

る関係をつくる。 

B 

基本的に上下

級生・男女を問

わず関わり、仲

がよい。 

より一層、児童

に丁寧に寄り

添い、早期対応

に当たってい

く。 

奉仕活動、勤労生産活動や自然の

中での体験活動の充実を図る。 
B 

植栽やウサギの世

話等、積極的に活

動している。 

様々な分野の体験的

な学習の充実を図

る。 

A 
環境を生かし

た体験学習が

充実している。 

持続可能な形での活

動を教員の共通理解

のもと進めていく。 

確
か
な
学
力
の
向
上 

楽
し
く
自
ら 

「
進
ん
で
学
習
す
る
子
」
を
育
成
す
る
。 

学
習
意
欲
の
向
上
（
主
体
的
な
学
び
）
と
学
び

の
個
別
最
適
化
・
協
働
化 

問題解決的な学習を重視し、見通

し・振り返りのある授業を通じて

学習意欲の喚起を図る。 

B 

様々な体験活動や

経験が、学習意欲

の向上につながっ

ている。 

児童の学習意欲に応

じて、教材作りや授

業改善を図ってい

く。 

B 

概ね少人数を
生かした指導
が行われてい
るが、差異が見
られる。 

校内研究や研

修を通して、指

導力の向上を

目指していく。 

言語活動や読書活動の充実を基

盤に、対話のある授業を実践し、

考える力・表す力の育成を図る。 

B 

読書量、書字、読

解力について課題

があると感じる場

面がある。 

授業での話し合いは

活発に取り組めてい

る。 
A 

活動には集中

して取り組み、

対話もよくで

きている。 

より、対話の狙

いを焦点化し

て考える力の

育成を図る。 

タブレット端末の効果的な活用

（教具から文具へ）を推進し、学

びの個別最適化・協働化を図る。

また、情報活用能力と情報リテラ

シーの向上を図る。 

C 

タブレットの活用

は十分ではない。

ルールの徹底につ

いても課題があ

る。 

タブレット使用のル

ールやマナーについ

ての指導を繰り返し

行う。 

B 
 

タブレットの

活用は、重要な

ので推進して

ほしい。よく活

用されている。 

教員・児童の個

人差もあるの

で、研修等で活

用の幅を増や

していく。 

健
や
か
な
体
の
育
成 

安
心
安
全
な
環
境
の
中
で 

「
丈
夫
な
体
を
も
つ
子
」
を
育
成
す
る
。 

健
康
・
体
力
づ
く
り
と
命
を
守
る
教
育
の
推
進
と

特
別
支
援
教
育
等
を
含
め
た
多
様
性
の
あ
る
教
育

環
境
の
推
進 

体力アップカード、サーキットト

レーニング、マラソン・なわとび

月間等による日常的な取組によ

り、体力維持と向上を図る。 

B 

マラソン月間やな

わとび月間の取組

は児童の意欲向上

に効果的だった。 

運動の日常化を図る

為、年間を通して取

り組めるものを作

る。 

A 

マラソンやな

わとびの取組
など児童は頑
張っていた。 

日常的な取り

組みで、持続可

能な内容を考

えていく。 

地域の実態を考慮した日常的な

安全指導・安全管理の徹底と、実

践的な避難訓練により、自分の命

は自分で守る意識の向上を図る。 

B 

概ね、命を守る行

動を意識できてい

る。安全指導の共

通理解が課題であ

る。 

現行の避難訓練、安

全指導を見直し、児

童の対応力を育む取

組を取り入れてい

く。 

A 

避難訓練や安
全指導、地域と
の連携がよく

できている。 

今後も学校の

訓練等の指導

を継続し、地域

とも連携を図

っていく。 

特別支援コーディネーターやス

クールカウンセラーを活用した

校内委員会や教育相談体制の充

実と、特別支援教育の推進によ

り、多様性の理解を図る。 

B 

児童の実態につい

ての情報共有はで

きている。支援に

繋げる手続きの理

解に課題がある。 

特別支援関係の手続

きや情報について、

校務支援システム等

を活用して共有を図

る。 

B 

概ね、児童の実
態についての
情報共有はで

きている。 

教育相談体制

の充実を図り、

組織的に対応

していく。 

家
庭
や
地
域
と
の
連
携 

地
域
に
根
ざ
し
た
「
地
域
と
と
も
に
あ
る
学
校
」
づ

く
り
を
推
進
す
る
。 

地
域
・
保
護
者
と
の
連
携
と
地
域
の
環
境
や

人
材
を
活
用
し
た
教
育
活
動
の
推
進 

地域人材や環境を活用した体験

活動（ヤマメ、ウサギ、蚕の飼育

体験や野菜、稲作等の栽培体験）

の充実を図る。 

B 

年間を通し、様々

な学年で、地域人

材を活用した体験

活動ができた。 

今後も引き続き、地

域の方に協力依頼

し、持続可能な取り

組みを目指す。 

A 

年間を通し、環

境や地域人材
を活用した体
験活動ができ

ている。 

地域の方に協

力を依頼し、持

続可能な取り

組みを目指す。 

各種たより、公開等、様々な機会

を活用し、学校情報の発信に努め

る。また、コミュニティ・スクー

ル委員会を中心とした地域との

連携を深める。 

B 

学校長が「マチコ

ミ」のタイムライ

ンを活用し、学校

の様子を配信する

ことができた。 

地域との連携につい

て、一定の成果があ

った。 A 

学校だよりや
マチコミ等を

活用し、学校の
様子が地域に
もよく伝わっ

た。 

今後も、保護

者・地域への情

報発信に努め

ていく。 

他校（第六中学校や成木小学校、

おそき保育園等）との交流や合同

学習の充実を図る。 

B 

成木小学校、おそ

き保育園と、交流

活動ができた。 

交流の目的を共通理

解しながら、引き続

き継続していく。 
B 

中学校との交

流が増やせる
とよい。 

持続可能な教

育課程中で、検

討していく。 

＊評価  A：達成した   B：ほぼ達成した   C：もう少し  D：達成できなかった 

＜学校経営方針の重点＞  １ 豊かな心の育成   ２ 確かな学力の育成    
３ 健やかな体の育成  ４ 家庭や地域との連携    

 


